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北
方
領
土
に
居
住
す
る
ロ
シ
ア
系
住
民
の
意
識
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
六
第
四
一
三
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

北
方
領
土
に
居
住
す
る
ロ
シ
ア
系
住
民
の
、
北
方
領
土
を
日
本
に
返
還
す
る
こ
と
に
対
す
る
意
識
（
以
下
、
「
ロ
シ
ア
系

住
民
の
意
識
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
外
務
省
が
把
握
し
て
い
る
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
問
う
た
と
こ
ろ
、

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
昨
年
度
に
実
施
さ
れ
た
四
島
交
流
の
枠
組
み
に
よ
る
訪
問
事

業
に
参
加
し
て
我
が
国
の
諸
地
域
を
訪
問
し
た
ロ
シ
ア
連
邦
国
民
を
対
象
と
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
は
、

北
方
四
島
を
我
が
国
に
返
還
す
る
こ
と
に
賛
成
、
反
対
又
は
そ
の
い
ず
れ
で
も
な
い
と
す
る
様
々
な
意
見
が
あ
っ
た
と
承
知

し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
右
答
弁
で
言
う
「
賛
成
」
、
「
反
対
」
、
「
そ
の
い
ず
れ
で
も
な
い
」
の

割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
く
ら
い
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
並
び
に
当
該
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
ロ
シ
ア
系
住
民
の

人
数
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

「
ロ
シ
ア
系
住
民
の
意
識
」
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
以
下
、
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
と
い
う
。
）
の
調
査
結
果
に

つ
き
、
一
の
以
前
に
行
わ
れ
た
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果
に
つ
き
、
外
務
省
は
把
握
し
て
い
る
か
。

三

二
に
つ
き
、
把
握
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
「
ロ
シ
ア
系
住
民
の
意
識
」
に
つ
き
、
「
賛
成
」
、
「
反
対
」
、
「
そ
の
い
ず

一



れ
で
も
な
い
」
の
割
合
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
る
か
時
系
列
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
各
年
度
の

「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
対
象
と
な
っ
た
ロ
シ
ア
系
住
民
の
人
数
も
併
せ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

二
に
つ
き
、
把
握
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

北
方
四
島
交
流
、
い
わ
ゆ
る
ビ
ザ
な
し
交
流
は
毎
年
度
実
施
さ
れ
て
い
る
と
思
料
す
る
が
、
北
方
四
島
交
流
に
毎
回
外
務

省
職
員
が
同
行
す
る
か
。

六

北
方
四
島
交
流
北
海
道
推
進
委
員
会
が
独
自
に
「
ロ
シ
ア
系
住
民
の
意
識
」
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
一
方
で
、
外

務
省
が
調
査
を
行
う
こ
と
が
事
実
上
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
と
す
る
理
由
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
に
お
い
て

も
、
「
ロ
シ
ア
連
邦
が
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
北
方
四
島
を
法
的
根
拠
な
く
占
拠
し
て
お
り
、
現
在
、
我
が
国
は
、
北

方
四
島
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
島
々
に
居
住
し
て
い
る
ロ
シ
ア
連
邦
国
民
を
幅
広
く
対
象
と
し
た
調
査
を
行
う
こ
と
が
事
実

上
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
五
に
つ
い
て
、
毎
年
度
の
北
方
四
島
交
流
に
外
務
省
職
員
が
同

行
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
右
職
員
が
北
方
四
島
に
お
い
て
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
よ
う
な
形
で
「
ロ
シ
ア
系
住
民
の
意

識
」
の
把
握
に
努
め
る
こ
と
が
可
能
と
思
料
す
る
が
、
外
務
省
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


